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▲施行前（昭和58年10月）

▲施行後（平成2年10月）
人口計画は4，000人

　

昭
和
五
十
八
年
か
ら
八
ヵ
年
計
画
で
進
め
ら
れ
て
き
た
南

部
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
今
年
の
三
月
で
完
了
し
ま

し
た
。
東
西
南
北
に
道
路
が
整
備
さ
れ
、
地
域
内
を
流
れ
る

木
1
川
も
改
修
さ
れ
た
ほ
か
、
市
民
待
望
の
エ
キ
サ
イ
ト
広

場
や
明
治
公
園
も
完
成
し
ま
し
た
。
六
月
か
ら
は
、
五
つ
の

新
町
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

南
部
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
新
市
街
地
の
整
備
と
宅
地
利

用
の
増
進
を
目
的
に
、
昭
和
五
十

八
年
か
ら
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

面
積
は
五
十
八
・
七
お
、
総
事
業

費
は
約
二
十
八
億
五
千
七
百
万
円
。

　

施
行
前
は
、
ほ
と
ん
ど
が
水
田

で
、
市
街
化
率
は
二
万
四
％
、

人
口
は
約
九
百
人
で
し
た
。

　

区
画
整
理
の
基
本
計
画
は
、
将

来
の
人
口
枠
を
四
千
人
（
世
帯
数

千
百
五
十
世
帯
）
と
し
、
幹
線

道
路
沿
い
は
準
工
業
地
域
、
そ
の

他
は
住
宅
地
域
に
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

道
路
は
、
清
滝
線
（
巾
1
6
μ
）
、

鍬
掛
・
新
庄
・
東
中
線
（
巾
1
6
討
）
、

上
神
明
・
明
治
線
（
巾
1
2
m
）
が

幹
線
道
路
と
し
て
整
備
さ
れ
、
歩

道
も
設
置
さ
れ
ま
す
。
明
治
公
園

線
（
巾
1
0
討
）
や
そ
の
他
の
区
画

道
路
（
巾
4
～
6
μ
）
も
含
め
た

総
延
長
は
約
十
二
昂
に
な
り
ま
す
。

　

公
園
は
、
市
内
で
唯
一
の
近
隣

公
園
と
な
る
明
治
公
園
（
面
積
一

・
六
お
）
と
三
ヵ
所
の
児
童
公
園

（
東
中
公
園
●
さ
い
わ
い
公
園
●

春
日
束
公
園
）
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

明
治
公
園
は
、
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

　

（
総
合
体
育
施
設
）
と
隣
接
。
平

成
三
年
度
に
は
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

三
面
も
で
き
あ
が
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
や
家
族

連
れ
な
ど
大
勢
の
市
民
の
憩
い
の

広
場
と
な
り
ま
す
。

　

地
区
内
を
流
れ
る
木
瓜
川
は
、

巾
1
4
じ
に
改
修
さ
れ
た
ほ
か
、
国

道
1
5
7
号
の
車
道
や
歩
道
も
一

部
が
改
良
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
元
年
二
月
に
は
、
地
区
内

東
側
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

五
階
建
て
の
雇
用
促
進
住
宅
二
棟

　

（
入
居
数
八
十
戸
）
が
建
設
さ
れ

た
ほ
か
、
事
業
所
や
一
般
住
宅
も

次
々
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
ぶ
し
通
り
を
境
に

東
小
学
校
と
南
小
学
校

　

土
地
区
画
整
理
に
よ
っ
て
、
小

学
校
区
の
境
は
、
原
則
と
し
て
こ

ぶ
し
通
り
で
区
分
け
さ
れ
ま
す
。

こ
ぶ
し
通
り
の
北
側
（
神
明
町
・

東
中
町
）
は
、
有
終
東
小
学
校
へ
、

南
側
（
若
杉
町
・
国
時
町
・
桜
塚

町
）
は
有
終
南
小
学
校
に
な
り
ま

す
。
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新町名

六
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

　

南
部
第
こ
土
地
区
画
の
新
町
名

は
、
平
成
元
年
十
一
月
に
住
居
表
示

審
議
会
か
ら
答
申
が
出
さ
れ
、
同

年
十
こ
月
議
会
で
承
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
五
つ
の
新
町
名
は
、
地
元

の
意
見
な
ど
も
重
視
し
な
が
ら
、

地
域
内
に
存
在
す
る
地
籍
の
字
名

や
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
身
近
で
親

し
み
の
あ
る
通
称
名
か
ら
名
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

知
事
の
区
画
整
理
に
よ
る
換
地

処
分
公
告
が
、
五
月
三
十
一
日
に

行
わ
れ
た
の
で
、
六
月
一
日
か
ら

新
町
名
、
地
番
が
使
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
法
務
局
に
お
い
て
、

六
月
一
日
か
ら
登
記
簿
を
新
町
名

に
書
き
換
え
る
作
業
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
書
き
換
え
作
業
が
完
了

す
る
ま
で
は
、
こ
の
区
域
内
の
土

地
・
建
物
の
登
記
は
で
き
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

◆
み
な
さ
ん
が
住
所
変
更

　

手
続
き
を
す
る
も
の

　

地
域
内
に
本
籍
や
住
所
を
お
持

ち
の
方
の
戸
籍
・
印
鑑
登
録
・
住

民
票
な
ど
は
、
市
が
変
更
手
続
き

を
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
、
自
分
で
住
所
を
変

更
す
る
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

不
動
産
所
有
者
・
抵
当
権

設
定
者
の
住
所
変
更

だ
れ
が
地
域
内
に
住
ん
で
い
る

　

人
で
土
地
、
建
物
な
ど
を
所
有

　

し
て
い
る
人
。
抵
当
権
や
賃
借

　

権
な
ど
の
登
記
を
し
て
い
る
人

ど
こ
へ
土
地
・
建
物
な
ど
の
所

　

在
地
を
管
轄
す
る
法
務
局

い
つ
ま
で
に
期
限
は
あ
り
ま
せ

　

ん
。
必
要
な
と
き
に

提
出
書
類
所
定
の
申
請
書
、
住

　

所
変
更
証
明
書
（
市
役
所
）

法
人
の
本
店
・
支
店
・
代

表
者
の
住
所
変
更

だ
れ
が
法
人
の
代
表
者

ど
こ
へ
福
井
地
方
法
務
局
大
野

　

支
局
（
城
町
8
1
5
）

い
つ
ま
で
に
法
定
期
限
が
あ
り

　

ま
す
。
本
店
は
こ
週
間
以
内
、

　

支
店
は
三
週
間
以
内
に

提
出
書
類
所
定
の
申
請
書
、
住

　

所
変
更
証
明
書
（
市
役
所
）

自
動
車
運
転
免
許
証
の
住

所
・
本
籍
変
更

だ
れ
が
免
許
証
所
持
者

ど
こ
へ
大
野
警
察
署
（
友
江
1
1
1
1
一

　

－
7
）
ま
た
は
県
運
転
者
教
育

　

セ
ン
タ
ー
（
春
江
町
）

い
つ
ま
で
に
速
や
か
に
。
免
許

　

証
更
新
の
通
知
が
き
て
い
る
人

　

は
、
県
運
転
者
教
育
セ
ン
タ
ー

　

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類
住
所
の
み
変
更
の
方

　

は
、
免
許
証
と
住
所
変
更
の
通

　

知
書
（
各
自
に
配
布
済
み
）
。

　

住
所
と
本
籍
が
変
更
に
な
る
方

　

は
、
免
許
証
と
住
所
変
更
証
明

　

書
（
市
役
所
）

　

こ
の
ほ
か
、
風
俗
営
業
許
可
書

は
警
察
署
へ
、
外
国
人
登
録
証
明

書
、
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
、

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
、

退
職
被
保
険
者
証
は
市
役
所
市
民

課
へ
速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

登
記
や
証
明
は
無
料

　

住
所
変
更
に
伴
う
登
記
・
登
録

料
や
証
明
書
は
、
無
料
と
な
り
ま

す
。
新
し
い
住
所
に
変
更
す
る
た

め
の
証
明
書
は
、
い
つ
で
も
発
行

し
ま
す
。
市
役
所
市
民
課
窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

法
令
な
ど
に
よ
り
住
所
変
更
の

手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
気

が
つ
い
た
ら
、
速
や
か
に
所
定
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼さいわい公園（神明町）

▼体育館屋上から国時町方面

▼明治公園西側を流れる木瓜川

町界境界図
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低コスト化水田農業

大区画圃場整備事業
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平
成
元
年
度
か
ら
工
事
が
始
ま
っ
た
、
県
営
の
大
区
画
圃

場
整
備
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
に
全
体
の
約
三
分
の
一
が
完
成
。

一
枚
の
広
さ
約
一
・
二
お
に
整
備
さ
れ
た
圃
場
が
威
容
を
誇

っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
越
美
北
線
南
側
と
国
道
1
5
8

号
間
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
平
成
五
年
に
は
百
五
十
お
の
大

区
画
圃
場
整
備
が
完
了
し
ま
す
。

　

乾
側
地
区
は
、
県
内
で
も
指
折

り
の
良
質
米
産
地
で
種
子
も
み
生

産
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
十
い
I
区
画
の
圃
場
整

備
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
道

路
幅
も
狭
く
湿
田
地
帯
で
あ
る
た

め
、
最
近
の
農
業
政
策
や
大
型
農

業
機
械
導
入
も
困
難
で
し
た
。
自

然
水
や
ポ
ン
プ
に
よ
る
取
水
量
も

少
な
く
、
水
不
足
が
深
刻
な
地
域

で
も
あ
り
ま
す
。

　

県
営
低
コ
ス
ト
化
水
田
農
業
大

区
画
圃
場
整
備
事
業
は
、
こ
れ
ら

の
問
題
を
解
消
し
て
、
集
落
農
業
を

基
本
と
し
た
大
規
模
農
業
経
営
を
目

指
し
、
農
産
物
の
生
産
コ
ス
ト
低

減
を
図
り
ま
す
。

新
工
法
も
採
用

　

【
ヒ
ュ
ー
八
】
管
排
水
L

　

こ
れ
ま
で
排
水
路
は
U
字
溝
で

し
た
が
、
一
部
の
排
水
路
を
農
道

の
地
中
に
敷
設
す
る
「
ヒ
ュ
ー
ム

管
排
水
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
将
来
、
農
地
が
生
産
組
合

な
ど
に
集
約
さ
れ
、
大
規
模
経
営

が
進
ん
だ
場
合
、
隣
接
す
る
圃
場

を
合
併
し
て
さ
ら
に
拡
大
で
き
る

よ
う
に
設
計
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

平
成
三
年
度
施
工
区
域
は
、
一

区
画
が
二
・
五
燧
に
な
り
ま
す
が
、

将
来
合
併
さ
れ
る
と
五
お
の
圃
場

が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
「
ヒ
ュ
ー
ム
管
排
水
」
は
、
全

体
で
六
・
五
昌
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。排

水
は
す
べ
て
再
利
用

　

圃
場
か
ら
流
れ
出
た
排
水
は
、

全
部
回
収
さ
れ
、
た
め
池
や
上
流
に

戻
さ
れ
ま
す
。

　

大
門
地
区
と
尾
永
見
地
区
に
は

た
め
池
が
造
ら
れ
、
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
で
圃
場
に
送
ら
れ
排
水
路
を
通

っ
た
水
は
、
い
っ
た
ん
牛
ヶ
原
た

め
池
に
集
め
ら
れ
、
牛
ヶ
原
揚
水

機
場
か
ら
再
び
上
流
の
た
め
池
に

送
ら
れ
ま
す
。
坂
戸
地
区
に
は
貯

水
槽
が
造
ら
れ
、
同
じ
く
坂
戸
揚

水
機
場
か
ら
送
ら
れ
ま
す
。

　

日
詰
川
は
、
赤
根
川
の
改
修
と

同
時
に
整
備
で
き
る
よ
う
圃
場
整

備
対
象
地
域
内
で
は
、
用
地
を
確

保
し
て
お
き
ま
す
。

　

面
工
事
が
完
了
し
ま
す
と
暗
渠

排
水
工
事
も
行
わ
れ
ま
す
。
総
事

業
費
は
、
約
二
十
一
億
三
千
八
百

万
円
。



●特集土地区画町で村で

担
い
手
農
家
を
育
成

穀
類
乾
燥
施
設
も
完
成

尾永見

　

農
業
情
勢
が
年
々
厳
し
く
な
る

中
、
尾
永
見
地
区
で
は
種
子
も
み
生

産
を
軸
と
し
て
、
中
核
農
家
へ
の

農
地
集
積
を
図
り
、
コ
ス
ト
低
減

を
目
指
す
話
し
合
い
が
続
け
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
元
年

度
に
は
大
区
画
圃
場
整
備
に
着
手

し
、
同
時
に
農
用
地
利
用
改
善
組

合
（
全
農
家
三
十
七
戸
加
入
）
も

結
成
さ
れ
、
担
い
手
農
家
を
中
心

と
す
る
生
産
組
合
（
二
十
四
戸
加

入
）
も
再
編
さ
れ
ま
し
た
。

　

目
標
の
平
成
五
年
に
は
、
地
区

内
農
地
面
積
の
五
五
％
に
当
た
る

約
二
十
四
竹
を
六
戸
の
担
い
手
農

家
に
集
積
す
る
計
画
で
す
。

　

平
成
二
年
度
に
は
、
穀
類
乾
燥

施
設
（
鉄
骨
平
屋
建
て
六
百
六
ト

三
・
三
平
方
言
）

と
管
理
棟
が
完

成
。
乾
燥
機
十

台
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
種
子

も
み
約
百
七
十

ブ
が
こ
こ
で
処

理
さ
れ
る
計
画

で
す
。

尾永見農業
生産組合長

北川弘文1

　

大
圃
場
に
対
応
す
る
に
は
、

そ
れ
に
見
合
う
生
産
組
織
と
設

備
が
必
要
で
す
。
組
合
員
一
丸

と
な
っ
て
、
コ
ス
ト
を
抑
え
る

農
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
・
近

い
将
来
、
大
や
農
業
機
械
の
導

人
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

▲尾永見穀類乾燥施設

▲大門ため池

▲牛ヶ原揚水機場



保
育
料
、
今
年
は
据
え
置
き

国
の
徴
収
基
準
も
改
正

　

市
は
、
平
成
三
年
度
の
保
育
料

徴
収
基
準
額
を
据
え
置
く
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

　

四
月
二
十
三
日
に
開
か
れ
た
保

育
料
徴
収
基
準
審
議
会
で
は
、
過

去
五
年
間
に
わ
た
っ
て
保
育
料
を

値
土
げ
し
て
き
た
こ
と
や
、
厚
生

省
が
平
成
三
年
度
よ
り
、
保
護
者

負
担
の
緩
和
措
置
と
し
て
保
育
料

徴
収
基
準
を
改
正
し
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
今
年
度
は
据
え
置
く
こ
と

を
市
長
に
答
申
し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
、
国
が
行
っ
た
保
育
料
徴

収
基
準
の
主
な
改
正
点
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

◆
祖
父
母
な
ど

　
　

同
居
世
帯
の
軽
減

　

こ
れ
ま
で
の
保
育
料
徴
収
基
準

で
は
、
同
一
世
帯
の
祖
父
母
な
ど

の
所
得
も
合
算
し
て
保
育
料
を
算

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か

ら
は
父
母
の
所
得
だ
け
が
算
定
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
祖

父
や
祖
母
が
家
計
の
主
宰
者
で
あ

る
場
合
は
、
い
ま
ま
で
ど
お
り
合

算
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
三
人
目
以
降
の

　
　
　

保
育
料
を
軽
減

　

三
人
以
上
保
育
園
に
通
う
世
帯

で
は
、
三
人
目
以
降
の
保
育
料
が

こ
れ
ま
で
の
半
額
か
ら
四
分
の
一

に
軽
減
さ
れ
ま
し
た
（
こ
人
目
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
半
額
）
。

　

こ
の
他
に
も
、
細
か
い
改
正
点

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
福

祉
事
務
所
児
童
係
（
酋
6
6
・
1
1

1
1
内
線
4
7
5
）
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

保
育
料
は
保
育
に
要
す
る

　
　
　
　

経
費
の
四
六
％

　

平
成
三
年
度
に
、
市
内
の
保
育

園
（
公
立
五
園
、
私
立
八
園
）
に

入
園
し
た
園
児
数
は
、
九
百
四
十

四
人
で
、
保
育
な
ど
に
要
す
る
経

費
は
、
年
間
約
五
億
円
。
こ
の
う

ち
の
約
四
六
％
、
金
額
に
し
て
約

こ
億
三
千
万
円
を
保
育
料
と
し
て

徴
収
し
ま
す
。
残
り
は
国
、
県
、

市
が
負
担
し
ま
す
。

　

こ
れ
を
毎
月
の
園
児
一
人
当
た

り
の
経
費
に
換
算
し
ま
す
と
、
四

万
四
千
九
十
九
円
と
な
り
、
そ
の

負
担
割
合
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

▲北部保育園

遊
具
の
整
備
に
補
助
金

安
全
で
安
心
で
き
る
遊
園
地
を

　

さ
び
付
い
た
鉄
棒
や
鎖
の
切
れ

た
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
古
く
な
っ
た
遊

具
が
村
部
の
遊
園
地
で
増
え
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
今
年
度
か
ら
三
ヵ
年
計

画
で
、
村
部
の
遊
園
地
を
対
象
と

し
て
遊
具
整
備
に
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

　

補
助
の
対
象
と
な
る
遊
具
は
、

原
則
と
し
て
集
落
で
維
持
管
理
し

て
い
る
遊
園
地
ま
た
は
新
た
に
設

置
す
る
遊
園
地
の
遊
具
で
す
。
市

が
管
理
す
る
児
童
公
園
や
都
市
公

園
は
除
か
れ
ま
す
。

　

現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
遊
具
の

整
備
補
修
や
新
し
く
設
置
す
る
遊

具
に
要
す
る
経
費
が
補
助
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

補
助
金
の
額
は
、
一
集
落
当
た

り
二
十
万
円
を
限
度
と
し
て
交
付

さ
れ
ま
す
。
整
備
補
修
や
新
設
し

た
遊
具
に
要
す
る
経
費
が
、
こ
十

万
円
を
越
え
た
場
合
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
集
落
で
負
担
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
遊
具
の
種
類
は
特
に
限
定

し
ま
せ
ん
が
、
安
全
で
管
理
が
容

易
な
遊
具
を
導
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

三
ヵ
年
で
、
村
部
全
域
（
百
力

所
）
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

各
集
落
で
整
備
計
画
を
検
討
の
う

え
、
補
助
金
交
付
申
請
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

遊
具
整
備
に
関
す
る
市
の
窓
口

は
、
福
祉
事
務
所
児
童
係
で
す
。

▲整備された遊園地
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大
野
市
テ
レ
ビ
広
報
番
組

召
ゐ
鯉
一
台
蝕
認
印
が
ス
タ
ー
ト

　

市
政
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
広
く

県
民
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
大
野

市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ

よ
う
と
、
市
が
四
月
か
ら
テ
レ
ビ

広
報
番
組
「
こ
ん
に
ち
は
大
野
」

の
放
送
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

番
組
は
、
毎
月
一
回
第
三
土
曜

日
。
福
井
放
送
（
F
B
C
）
が
午

後
五
時
十
分
、
福
井
テ
レ
ビ
（
f

t
b
）
が
午
後
二
時
五
十
五
分
に

放
送
し
ま
す
。
放
送
時
間
は
四
分

で
す
。
県
内
で
市
独
自
の
広
報
番

組
を
放
送
す
る
の
は
、
福
井
市
に

次
い
で
二
番
目
と
な
り
ま
す
。

　

第
一
回
目
の
放
送
は
、
四
月
二

ト
日
に
放
送
。
オ
ー
プ
ン
し
た
ば

か
り
の
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
総
合
体

育
施
設
の
落
成
式
の
模
様
や
館
内

を
紹
介
す
る
映
像
が
県
内
に
流
れ

ま
し
た
。

　

五
月
は
、
ま
ち
な
か
観
光
ル
ー

ト
を
放
送
し
ま
し
た
。
四
月
に
完

成
し
た
石
灯
篭
会
館
を
中
心
に
、

大
野
城
、
寺
町
通
り
や
御
清
水
な

ど
の
散
策
コ
ー
ス
な
ど
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　

放
送
す
る
日
時
は
、
放
送
局
な

ど
の
都
合
で
変
更
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
新
聞
な
ど
の
テ
レ
ビ

番
組
表
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

ピ
デ
オ
お
貸
し
し
ま
す
。

　

毎
月
放
送
の
「
こ
ん
に
ち
は
大

野
」
を
収
録
し
た
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

が
あ
り
ま
す
。
テ
ー
プ
は
、
V
H

S
方
式
の
H
G
タ
イ
プ
で
す
。
無

料
で
お
貸
し
し
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
毎
月
の
番
組
を
ま

と
め
た
総
集
編
ビ
デ
オ
も
作
成
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
わ
か
り
や
す
く
親
し

み
の
あ
る
番
組
作
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
「
こ
ん
に
ち
は
大
野
」
を

ご
覧
に
な
っ
た
感
想
や
意
見
な
ど

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
（
市
役

所
総
務
課
広
報
広
聴
係
豊
6
6
・
1

1
1
1
内
線
4
4
0
）

エキサイト広場落成記念

サントリー《1！11》松“F電器

実業団男子

バレーボール招待試合

日月1日日（日）

開場午前11：00
開会式午後1：00
試合午後1：30

エキサイト広場体育館
入場整理券が必要

エキサダテダング

スポーツ

情報

　

男
子
バ
レ
ー
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
技
が
期
待
さ
れ
る
サ
ン
ト
リ
ー

対
松
下
電
器
の
招
待
試
合
が
、
開

催
さ
れ
ま
す
。
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

落
成
記
念
行
事
と
し
て
、
市
民
に

迫
力
あ
る
試
合
を
見
て
も
ら
お
う

と
企
画
し
た
も
の
で
、
二
千
人
分

の
席
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券

が
必
要
で
す
。
お
求
め
は
、
公
民

館
、
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
、
海
洋
セ

ン
タ
ー
、
教
育
委
員
会
体
育
課
、

市
内
ス
ポ
ー
ツ
店
で
ど
う
ぞ
。

射
撃
場
落
成
記
念

　

ラ
イ
フ
ル
射
撃
大
会

口口

　

四
月
二
十
八
日
・
二
十
九
日
の

二
日
間
、
ラ
イ
フ
ル
射
撃
大
会
が

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
射
撃
場
で
開
か

れ
、
約
百
人
が
参
加
。
入
賞
し
た

市
民
は
次
の
方
々
で
す
。

▼
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
肘
射
2
0
発

　

優
勝
坂
下
佳
美
（
中
保
）

　

2
位
安
川
義
通
（
春
日
）

▼
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
肘
射
2
0
発

　

優
勝
坂
下
未
歩
（
篠
座
町
）

　

2
位
中
道
と
み
え
（
美
里
町
）

　

3
位
浮
田
紀
里
香
（
吉
）

▼
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
伏
射
3
0
発

　

優
勝
坂
下
佳
実
（
中
保
）

　

3
位
竹
浮
郁
生
（
日
吉
町
）

▼
ス
モ
ー
ル
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
6
0
発

　

2
位
玉
木
政
博
（
阿
・
地
）

武
道
館
落
成
記
念
大
会

○
剣
道

日
時
6
月
1
6
日
⑧
午
前
1
0
時

会
場
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
剣
道
場

対
象
県
下
招
待
高
校
男
子
チ
ー
ム

○
柔
道

日
時
6
月
2
3
日
⑧
午
前
9
時
3
0
分

会
場
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
柔
道
場

対
象
小
・
中
・
高
・
一
般

○
相
撲

日
時
6
月
2
3
日
⑧
午
前
1
0
時

会
場
エ
キ
サ
イ
ト
相
撲
場

対
象
中
・
高
・
一
般

　

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
体
育

課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
3

1
）

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
今
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
エ
キ
サ
イ

ト
広
場
オ
ー
プ
ン
を
機
に
、
主
な

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
や
入
賞
者
の
紹

介
、
各
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
お
知
ら

せ
な
ど
を
掲
載
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
エ
キ
サ
イ
テ

ィ
ン
グ
な
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ン
を
ね
ら

い
ま
す
。
取
材
に
伺
い
ま
す
の
で

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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現場リポート

注
射
は
子
ど
も
の
大
敵
り
I

あ
ら
か
じ
め
納
得
さ
せ
て
か
ら

　

予
防
注
射
や
健
康
診
断
を
受
け
る
と
き
、
手
こ
ず
る
子

ど
も
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
注
射
は
子
ど
も
た
ち
を
病
気

か
ら
守
る
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
だ
ま
し
た
り
、

無
理
や
り
受
け
さ
せ
た
り
し
な
い
で
、
あ
ら
か
じ
め
よ
く

説
明
し
、
あ
る
程
度
納
得
し
て
か
ら
受
け
る
よ
う
に
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

　

現
場
の
仕
事
の
中
で
つ
ら
い
こ
と

の
一
つ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
注
射

で
す
。
大
声
で
泣
き
じ
ゃ
く
り
な

が
ら
身
動
き
で
き
な
い
よ
う
に
押

さ
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
姿
は
、
か

わ
い
そ
う
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

注
射
は
痛
く
な
い
と
親
か
ら
言

わ
れ
、
そ
れ
を
信
じ
て
注
射
を
受

け
た
の
で
し
ょ
う
。
二
度
目
か
ら

は
恐
怖
感
が
先
立
ち
、
注
射
と
聞

い
た
だ
け
で
し
り
ご
み
し
ま
す
。

親
は
し
か
た
な
く
、
し
か
り
な
が

ら
注
射
を
強
制
す
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

な
か
に
は
、
痛
さ
を
こ
ら
え
目

に
は
涙
を
た
め
な
が
ら
も
我
慢
し

て
い
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。
「
注

射
だ
か
ら
少
し
は
痛
い
よ
。
注
射

を
し
な
い
と
後
で
病
気
に
な
っ
た

ら
大
変
だ
か
ら
ね
」
と
、
あ
ら
か

じ
め
親
か
ら
話
を
聞
き
、
納
得
し

た
う
え
で
自
分
の
判
断
と
意
志
で

我
慢
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

注
射
で
人
間
形
成
の

き
つ
か
け
づ
く
り
を

　

注
射
と
い
う
一
つ
の
体
験
は
、

次
の
点
で
子
ど
も
の
人
間
形
成
の

う
え
で
役
立
つ
き
っ
か
け
づ
く
り

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

①
長
い
人
生
に
は
ど
ん
な
に
避
け

　

よ
う
と
し
て
も
避
け
ら
れ
な
い

　

こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と

②
ど
ん
な
に
嫌
な
こ
と
で
も
、
じ

　

っ
と
耐
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

　

ら
な
い
こ
と
が
多
い
こ
と

③
ど
う
い
う
問
題
に
出
合
っ
て
も
、

　

最
終
的
な
判
断
と
決
断
は
常
に

　

自
分
が
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

　

い
と
い
う
こ
と

　

大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

幼
い
時
か
ら
自
分
の
こ
と
は
自
分

の
意
志
と
判
断
で
、
正
し
く
処
理
で

き
る
よ
う
な
知
恵
と
力
を
身
に
つ

け
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

　

注
射
を
納
得
し
て
痛
み
に
耐
え

て
我
慢
す
る
子
ど
も
た
ち
が
一
人

で
も
多
く
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願

っ
て
い
ま
す
。

お
わ
び
と
お
願
い

　

広
報
お
お
の
5
月
号
と
い
っ
し

ょ
に
、
全
戸
配
布
し
ま
し
た
健
康

カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
ご
覧
に
な
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
一

年
間
の
日
程
が
一
目
で
わ
か
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
よ

く
目
が
届
く
と
こ
ろ
に
張
っ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

掲
載
内
容
に
一
部
誤
字
脱
字
が

あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
よ
う
に
訂

正
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
成
人
病
検
診

　
　
　
　

職
業
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

↑

　
　
　
　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

◆
健
康
相
談

　
　
　
　

毎
月
第
火
曜
日

　
　
　
　
　
　
　

↑

　
　
　
　

毎
月
第
1
火
曜
日

皆さんの管康づくりを後押しします●保管センター（容65－7333）



暮
ら
し
の

「
ア
ト
剥
々
刄

自然食品の王者納豆

肝臓の働きを助ける

ビタミン日Eが豊富

　

納
豆
は
大
豆
を
発
酵
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
独
特
の

う
ま
み
を
出
し
た
伝
統
的
な
食
品
で
す
。
納
豆
菌
は
、
多

く
の
酵
素
や
ビ
タ
ミ
ン
類
を
作
り
出
し
、
食
物
の
消
化
を

助
け
た
り
内
臓
の
働
き
を
良
く
し
ま
す
。
食
ぺ
ず
嫌
い
の

人
も
い
よ
す
が
、
添
加
物
が
な
い
納
豆
を
食
ぺ
て
健
康
維

持
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　

添
加
物
を
含
む
食
品
が
多
く
出

回
っ
て
い
る
中
で
、
防
腐
剤
な
ど

を
使
用
す
る
と
納
豆
菌
が
育
た
な

い
納
豆
は
、
大
豆
と
納
豆
菌
だ
け

の
自
然
食
品
で
す
。
「
ね
ば
ね
ば

し
て
い
て
、
に
お
い
が
嫌
い
」
と

い
う
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
最

近
は
に
お
い
の
少
な
い
商
品
も
で

て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

納
豆
菌
の
は
た
ら
き

①
固
い
大
豆
の
組
織
を
納
豆
菌
が

分
解
し
、
大
豆
の
栄
養
価
の
九
〇

％
が
消
化
吸
収
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。

②
納
豆
菌
は
タ
ン
パ
ク
質
を
分
解

す
る
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
、
で
ん
粉
を

分
解
す
る
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
・
ヘ
ミ
セ

ル
ラ
ー
ゼ
ー
ペ
ク
チ
ナ
ー
ゼ
な
ど

た
く
さ
ん
の
酵
素
を
生
産
し
ま
す

こ
れ
ら
の
酵
素
は
食
物
の
消
化
を

助
け
、
腸
内
の
腐
敗
菌
の
生
育
を

抑
え
有
害
物
の
発
生
を
少
な
く
し

ま
す
。

③
肝
臓
の
働
き
を
助
け
る
ビ
タ
ミ

ン
巳
、
貧
血
を
防
ぐ
ビ
タ
ミ
ン
』

な
ど
ビ
タ
ミ
ン
類
を
た
く
さ
ん
合

成
し
ま
す
。
特
に
ビ
タ
ミ
ン
缶
の

合
成
能
力
は
抜
群
で
、
煮
豆
か
ら

納
豆
に
な
る
わ
ず
か
こ
十
時
間
足

ら
ず
の
間
に
煮
豆
の
含
量
の
五
倍

以
上
に
増
え
ま
す
。

見
分
け
方

　

発
酵
室
か
ら
出
た
て
の
納
豆
の

表
面
に
は
、
白
い
う
す
膜
が
は
っ

て
い
て
ち
ょ
っ
と
手
を
触
れ
る
と

糸
を
ひ
き
ま
す
。
こ
の
糸
は
グ
ル

タ
ミ
ン
酸
が
結
合
し
た
も
の
で
、

で
き
あ
が
っ
た
時
が
最
も
よ
く
糸

を
ひ
き
ま
す
。
時
間
が
た
つ
と
そ

の
結
合
が
こ
わ
れ
、
糸
を
ひ
か
な

く
な
っ
た
の
は
古
い
証
拠
で
風
味

も
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。

保
存
の
方
法

　

納
豆
菌
は
生
き
て
い
ま
す
。
温

度
が
上
が
る
と
発
酵
が
進
み
過
ぎ

ア
ン
モ
ニ
ア
臭
が
で
や
す
く
な
り

ま
す
。

▼
夏
。
冬
を
問
わ
ず
冷
蔵
庫
に
入

れ
て
保
存
し
ま
す
。
夏
は
一
週
間

冬
は
十
日
間
位
が
賞
味
期
間
の
目

安
で
す
。

▼
冷
蔵
庫
内
は
乾
燥
し
や
す
い
た

め
、
日
が
た
つ
と
表
面
に
白
い
結

晶
（
ア
ミ
ノ
酸
の
一
種
）
が
で
き

ま
す
が
、
衛
生
上
は
ま
っ
た
く
心

配
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
長
く
保
存
し
た
い
場
合
は
冷
凍

し
て
お
く
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

ア
ン
モ
ニ
ア
臭
が
し
た
時
は
処
分

し
て
く
だ
さ
い
。

す
ぐ
れ
た
栄
養
成
分

　

納
豆
は
、
表
の
よ
う
に
す
ぐ
ね

た
栄
養
成
分
を
含
ん
で
い
ま
す
。

一
河
の
中
に
十
億
個
の
菌
と
活
件

酵
素
を
も
っ
て
お
り
、
納
豆
を
兪

べ
る
こ
と
は
猛
烈
な
繁
殖
力
を
も

っ
た
生
の
納
豆
菌
を
と
る
こ
と
に

な
り
健
康
に
ょ
い
と
さ
れ
る
の
で

す
。

納豆のすぐれた栄養成分（100g中）

〈栄養成分〉（8）

水分58．5

タンパク質16．5

脂肪10．0

糖質旬．1

センィ2．3

灰分2．6

カロリー191

〈ミネラル〉（mg）

カルシウム92

ナトリウム1

リン191

鉄3．3

カリウムフ90

〈ビタミン〉（g）

B10．07

B20．56

B60．50

B120．32

パントテン酸1．2

ニコチン酸1、1

〈コレステロ刊し〉（㎎）0
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
総
務
課

広
報
広
聴
係
（
天
神
町
一

－
一
a
6
6
・
1
1
1
1

今月のスナップ

？？よりタンゴよね～そそそ！！！

＜る一ぶ登場 摩那の会

目
の
不
自
由
な
人
た
ち
に
声
の
広
報

　

昨
年
の
八
月
に
誕
生
し
た
ば
か

り
の
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
で
す
。
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

開
い
た
朗
読
養
成
講
座
を
受
講
し

た
主
婦
ら
が
、
そ
の
後
も
自
主
的

に
勉
強
会
を
続
け
ま
し
た
。

　

指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
の
は
、

県
内
で
た
だ
一
人
の
点
字
図
書
館

館
外
講
師
、
小
寺
外
志
美
さ
ん
で

す
。
小
寺
さ
ん
は
、
発
生
や
ア
ク

セ
ン
ト
な
ど
朗
読
の
イ
ロ
六
を
徹

底
的
に
指
導
。
今
年
の
四
月
、
市

の
「
広
報
お
お
の
」
の
朗
読
サ
ー

ビ
ス
に
踏
み
き
り
ま
し
た
。

　

A
4
判
ト
六
ペ
ー
ジ
建
て
の
広

報
誌
を
、
メ
ン
バ
ー
で
分
担
し
て

朗
読
。
約
八
十
分
の
カ
セ
ッ
ト
テ

ー
プ
に
編
集
し
た
後
、
十
五
本
の

テ
ー
プ
を
作
成
。
四
月
十
七
日
に

市
視
力
障
害
者
福
祉
協
会
に
贈
呈

し
ま
し
た
。

　

会
の
名
称
は
、
遠
い
昔
、
十
文

字
と
い
う
長
者
の
娘
が
、
か
ん
ば

つ
で
苦
し
む
村
人
の
た
め
に
、
竜

神
の
住
む
湖
に
身
を
投
げ
た
と
い

う
「
麻
那
姫
湖
伝
説
」
か
ら
名
付

け
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
九

人
。
毎
月
の
市
広
報
を
、

目
の
不
自
由
な
人
に
声
で

送
ろ
う
と
主
婦
業
の
合
間

を
み
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
会
長
の
矢
川
た
み
さ

ん
は
「
朗
読
は
、
思
っ
て

い
た
以
上
に
む
ず
か
し
い

で
す
。
な
か
な
か
地
声
が

出
な
か
っ
た
り
、
感
情
を

込
め
ず
に
読
む
の
に
苦
労

し
ま
し
た
。
も
っ
と
練
習

し
て
、
耳
障
り
の
な
い
朗

読
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
で
す
」
と
意
欲
的
に

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
今
年
度
も
朗
読
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
七
月
か
ら
毎
月
第
こ
・
第

　
　
　

四
火
曜
日
午
後
一
時
三
十

　
　
　

分
～
四
時
ま
で

場
所
大
野
有
終
会
館
ボ
ラ
ン
テ

　

ィ
ア
室

Si！ii：。

　

ヤンタこJ－7‾－

●‘

市
民
総
合
体
育
大
会

は
だ
れ
の
大
会
？

博一井横
り
祖

難阿歳2
8
ぐ

　

毎
年
六
月
に
な
る
と
、
市
民
総

合
体
育
大
会
の
夏
期
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
小
山
地
区
体
育
協
会

理
事
で
も
あ
る
私
は
、
選
手
と
し

て
も
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
地
区
対
抗
で
行

わ
れ
、
各
地
区
で
選
手
を
選
抜
し

て
、
球
技
、
相
撲
、
陸
土
、
ス
キ

ー
の
各
競
技
の
総
合
得
点
を
争
い

ま
す
。

　

参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
十
年

近
く
に
な
り
ま
す
が
、
毎
年
出
で

く
る
選
手
の
顔
ぶ
れ
は
、
ほ
と
ん

ど
同
じ
で
す
。
し
か
も
年
々
、
盛

り
上
が
り
に
欠
け
る
大
会
に
な
っ

て
き
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　

私
の
地
区
で
も
、
選
手
が
い
な

い
と
い
う
よ
り
、
断
ら
れ
る
こ
と

が
多
く
て
、
毎
年
苦
労
し
て
い
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
人
が
増

え
て
い
る
の
に
、
市
民
総
合
体
育

大
会
は
、
低
調
な
の
で
し
ょ
う
。

　

原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い

ま
す
。
①
ス
ポ
ー
ツ
が
多
様
化
し
、

自
分
に
合
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

人
が
多
く
、
成
績
を
競
う
大
会
に

ま
で
参
加
す
る
意
志
が
な
い
②
休

日
を
過
ご
す
た
め
の
レ
ジ
ャ
ー
が

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
な
っ
て
い
る
③

一
度
参
加
し
た
け
ど
、
楽
し
く
な

か
っ
た
・
・
・
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
の
開
催
趣
旨
の
冒
頭

に
は
「
広
く
大
野
市
民
が
体
育
活

動
に
参
加
す
る
機
会
を
提
供
し
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
大

会
は
、
成
績
本
意
の
優
秀
選
手
だ

け
の
、
い
な
い
地
区
は
無
理
や
り

頼
み
込
ん
だ
人
た
ち
の
大
会
（
特

に
陸
上
競
技
）
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
私
は
、
市
民
の
参
加
意
欲

を
高
め
る
た
め
に
も
、
和
や
か
な

　

「
遊
び
」
の
要
素
を
取
り
入
れ
た

大
会
内
容
に
し
て
い
っ
た
ら
ど
う

か
と
思
い
ま
す
。
「
楽
し
か
っ
た

な
あ
。
来
年
も
」
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
で

　

今
年
で
こ
十
四
回
を
数
え
る
伝

統
あ
る
大
会
で
す
が
、
見
直
す
時

期
が
き
て
い
る
と
思
う
の
は
、
私

だ
け
で
し
ょ
う
か
。
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生
の
国
民
年
金
加
入
は
大
き
な
負
担

Q

　

年
金
制
度
が
変
わ

り
、
今
年
の
四
月
か

ら
二
十
歳
以
上
の
学

生
も
、
国
民
年
金
へ
強
制
的
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、

加
入
手
続
き
を
す
る
よ
う
通
知
を

受
け
て
い
ま
す
。
学
生
に
は
収
入

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
当
然
親
が

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
学

資
の
送
金
に
加
え
、
年
金
保
険
料

の
支
払
は
、
家
計
を
苦
し
く
し
困

っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
収
入
の
な
い

学
生
ま
で
、
国
民
年
金
に
加
入
す

る
の
で
す
か
。
改
正
の
趣
旨
は
な

ん
で
し
ょ
う
か
。
（
匿
名
希
望
）

A

　

こ
渾
釘
7
と
お
り

平
成
元
年
に
国
民
年

金
法
の
改
正
が
行
わ

れ
学
生
も
一
号
被
保
険
者
と
し
て
、

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
年
金
制
度
改
正
の
趣
旨

は
、
二
十
歳
以
上
の
学
生
を
す
べ

て
国
民
年
金
の
加
入
者
と
し
、
将

来
に
わ
た
り
年
金
の
保
障
を
及
ぼ

す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
①
在
学
中
に
け
が

や
病
気
で
障
害
を
受
け
た
と
き
は

障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
②
二
十
歳
か
ら

加
入
し
て
、
保
険
料
を
納
め
続
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
満
額
の

老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
③
さ
ら
に
若
い

と
き
か
ら
国
民
年
金
基
金
に
加
入

し
て
お
け
ば
、
将
来
充
実
し
た
年

金
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

学
生
に
は
、
負
担
が
重
く
な
ら

な
い
よ
う
に
保
険
料
の
特
別
免
除

基
準
が
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
親
元
世
帯
の
所

得
状
況
や
生
活
状
況
に
基
づ
き
、

同
居
・
別
居
の
別
、
大
学
の
国
公

立
・
私
立
の
別
、
本
人
以
外
の
学

生
の
人
数
、
親
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

か
自
営
業
者
か
に
よ
っ
て
判
定
し

ま
す
。
学
生
本
人
に
前
年
分
の
所

得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
免
除
期
間
分
は
、
老
齢

基
礎
年
金
を
計
算
す
る
と
き
、
三

分
の
一
に
減
額
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
社
会
人
に
な
っ
た
と
き
、
免

除
期
間
分
の
保
険
料
を
十
年
以
内

に
追
納
す
れ
ば
、
満
額
の
年
金
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

学
生
の
免
除
申
請
に
つ
い
て
の

不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
市
役
所

市
民
課
年
金
係
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
　

（
市
民
課
長
土
蔵
茂
弘

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
は
が
き
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
泰
9
1
2
大
野
市

天
神
町
一
I
－
大
野
市
役
所

総
務
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

W鴫歌

「
自
ら
活
動
で
き
る
福
祉
」
を
目
標

松
井
巽
さ
ん
（
6
4
歳
．
明
倫
町
）

　

松
井
巽
さ
ん
は
、
今
年
の
四
月

か
ら
大
野
有
終
会
館
一
階
に
あ
る

市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
織
物
会
社
を
定
年
退
職

し
た
後
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
か

ら
大
野
公
民
館
長
を
三
年
間
務
め

ら
れ
た
異
色
の
人
で
す
。
公
民
館

時
代
に
は
、
慣
例
的
な
考
え
方
を

見
直
し
、
ひ
と
昧
違
っ
た
公
民
館

づ
く
り
を
重
視
。
特
に
各
種
団
体

が
自
主
的
に
運
営
で
き
る
よ
う
、

役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
組
織
づ

く
り
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
福
祉
大
会
の
推
進
役

や
、
「
活
き
生
き
フ
ェ
ア
」
の
ア

イ
デ
ィ
ア
会
委
員
長
な
ど
も
精
力

的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

新
事
務
局
長
に
な
っ
て
二
ヵ
月
、

公
民
館
以
上
に
多
忙
な
毎
日
を
過

ご
し
て
い
る
松
井
さ
ん
は
「
公
民

館
時
代
に
、
多
く
の
人
と
接
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
。
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
で
す
。
前
任
者
の
幅
口
さ

ん
が
、
福
祉
向
上
に
尽
力
さ
れ
レ

ー
ル
が
ひ
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
障
害
を
も
つ
人
た
ち
が
自

ら
行
動
し
、
道
を
切
り
開
け
る
よ

う
な
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
法
や
行
政
で

は
、
手
が
届
か
な
い
不
幸
な
人
が

た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
市
内
各

地
区
で
選
ば
れ
た
福
祉
推
進
委
員

の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
情
報
収

集
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
が
で
き
れ
ば
…
…
」
と
就
任
に

あ
た
っ
て
の
決
意
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

が
知
ら
せ

●
大
野
が
好
き
さ

　
　

コ
ン
サ
ー
ト
Ⅳ

　

お
お
の
う
た
ご
え
サ
ー
ク
ル
つ

く
し
ん
ぼ
が
、
一
生
懸
命
に
練
習

し
た
す
て
き
な
歌
や
楽
し
い
歌
、

創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
を
発
表

し
ま
す
。

日
時
6
月
9
日
⑧

　
　
　

開
場
午
後
1
時
3
0
分

　
　
　

開
演
午
後
2
時

会
場
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

参
加
協
力
費
5
0
0
円

　

コ
ン
サ
ー
ト
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
つ
く
し
ん
ぼ
代
表

　

形
部
敏
弘
さ
ん
（
豊
6
5
・
1
5

1
9
）
へ
。

●
夜
の
飯
降
山
市
民

　
　

登
山
参
加
者
募
集

日
時
6
月
8
日
①
午
後
6
時
～

　

1
－
1
時

集
合
市
役
所
前

会
費
1
0
0
円
（
保
険
料
な
ど
）

服
装
長
そ
で
の
シ
ャ
ツ
と
長
ズ

　

ボ
ン
を
着
用

持
参
品
懐
中
電
灯
、
予
備
電
池
、

　

夜
食
、
水
筒
、
防
寒
具
、
タ
オ

　

ル
な
ど

申
込
先
市
教
育
委
員
会
体
育
課

　
　

（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
3

　

1
）
ま
た
は
松
田
栄
彦
（
本
町

　

9
－
1
6
豊
6
6
・
3
7
4
0
）
へ



橋爪に集落センター完成

　

僑爪地区（41戸）に集落センターが

完成、4月21日に落成式が行われまし

た。木造2階建て瓦葺き165．18平方≒

で、集会室、調理室、研修室、実習室

が設けられています。農村基盤総合祭

備事業の特認事業として、昨年9月か

ら着工、事業費は2，400万円。村づく

りを進めるための活動拠点として、期

待されます。

総務課広報広聴係普66－1111

陶芸講座の作品を

ピア展に出品

　

下庄公民館陶芸講座生の作品が、福

井市のピア3階催事場で開かれた陶芸

展に出品されました。講師の大森正人

氏が、金津町、坂井町、春江町の講座

生の作品発表会として毎年開催してい

ます。下庄公民館も2年前から、この

展示会に仲間入り。会場には、講座生

の力作が並び、訪れた人たちもプロ顔

負けの出来栄えに驚いていました。

山
里
近
く
に
m
バ
シ
ョ
ウ
と
日
本
カ
モ
シ
カ

　

六
a
師
円
山
公
園
の
一
角
に
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。
昨
年

よ
り
も
増
え
て
ニ
ト
株
ほ
ど
が
顔
を
出
し
、
行
楽
客
の
目
に
止
ま
る
ほ
ど
に
な

り
ま
し
た
‘
絶
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
保
護
対
策
が
望
ま
れ
ま
す
、

　

残
雪
の
上
打
波
に
日
本
カ
モ
シ
カ
が
出
現
。
四
月
下
旬
、
市
林
務
課
職
員
の
帰

山
寿
章
さ
ん
ら
が
見
つ
け
て
撮
杉
し
ま
し
た
。
近
く
の
畑
で
お
食
事
中
だ
っ
た
と

か
。
猟
師
さ
ん
ら
の
話
で
は
、
目
当
て
の
熊
よ
り
数
が
多
い
と
の
こ
と
で
す
。

春の遠足は

歩いて史跡巡り

　

下
庄
小
学
校
六
年
生
の
春
の
遠
足

は
、
身
近
に
あ
る
史
跡
巡
り
を
し
ま

し
た
。
西
市
の
北
側
を
流
れ
る
赤
根

川
の
鞍
ヶ
渕
や
大
矢
戸
古
墳
を
訪
れ

た
子
ど
も
た
ち
は
、
先
生
の
詳
し
い

説
明
に
神
妙
な
顔
、
「
こ
ん
な
近
く

に
、
古
い
史
跡
が
あ
る
と
は
知
ら
な

か
っ
た
」
と
不
思
議
そ
う
に
古
墳
の

石
室
を
の
ぞ
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
模
様
た
っ
た
た
め
、

お
弁
当
は
学
校
で
食
べ
ま
し
た
。

阪谷小学校で

恒例の若葉給食

　

四
月
二
十
二
日
、
阪
谷
小
学
校
で

若
葉
給
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
校

生
徒
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
に
あ
る

新
緑
の
桜
の
木
の
下
で
、
ご
ざ
を
敷

い
て
給
食
を
楽
し
む
恒
例
の
行
事
。

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
若
葉
に
、
八
重
桜

は
つ
ぼ
み
が
膨
ら
む
な
か
、
高
学
年

と
低
学
年
が
入
り
ま
じ
っ
て
六
グ
ル

ー
プ
に
分
散
。
給
食
の
お
ば
さ
ん
が

こ
し
ら
え
た
特
別
メ
ニ
ュ
ー
に
舌
鼓

を
打
ち
ま
し
た
。

癌鰯強’1回｜｜疸詣



mmmmm

農業者健康管理センターに

毛布用の洗濯機導入

　

富田公民館併設の農業者健康管理セ

ンターに、毛布を丸洗いできる大や全

自動洗濯機が設置されました。シング

ル用の毛布なら、一度に五枚洗うこと

ができます。利用料は毛布一枚につき

100円。毛布用洗濯機は、小山公民館併

設の婦人の家にもあります。毛布を蹴

飛ばすシーズン、一度洗濯をして晩秋

に備えてはいかがでしょうか。

身近な話題をお知らせください。

こぶし通りに

　

スズランの花

　

こぶし通りの一角に、スズランの愛

らしい花が咲きました。大野地区まち

づくり推進協議会が毎年行う花いっぱ

い運動で、こぶし通りに面した春日一

丁目から春日三丁目までの五区が昨年

11月に植えたものです。スズランは多

年生で、やせた土地にも強く増殖して

いきますので、管理もしやすい花です。

来年の春も楽しみでも

春
の
幸
な
ら
べ
、
七
間
通
り
で
山
菜
フ
ー
ド
ピ
ア

　

五
月
十
一
、
十
二
日
の
二
日
間
、
七
間
通
り
で
「
山
菜
フ
ー
ド
ピ
ア
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。
ゼ
ン
マ
イ
、
ワ
ラ
ビ
、
ウ
ド
、
タ
ラ
’
の
芽
な
ど
春
の
山
で
採
れ

た
山
菜
や
春
野
菜
な
ど
を
朝
市
の
お
ば
さ
ん
た
ち
が
、
本
町
か
ら
五
番
ま
で
の

道
路
中
央
に
出
店
。
特
設
テ
ン
ト
で
は
、
山
菜
料
理
教
室
や
山
菜
生
け
花
展
も

行
わ
れ
、
春
の
幸
を
買
い
求
め
る
市
民
や
観
光
客
ら
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

広い体育館でのびのび

　　

リズム運動

　

四
月
二
十
七
日
、
大
野
公
民
館
主

催
の
「
リ
ズ
ム
運
動
の
つ
ど
い
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。
だ
れ
で
も
簡
単
に
踊

れ
る
と
あ
っ
て
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
運

動
に
あ
ま
り
縁
の
な
い
ご
婦
人
ら
百

二
十
二
人
が
参
加
。
広
々
と
し
た
体

育
館
で
、
市
体
育
指
導
員
の
金
森
澄

子
さ
ん
が
指
導
。
軽
快
な
リ
ズ
ム
音

楽
で
約
二
時
間
、
汗
ビ
ッ
シ
ョ
リ
に

な
り
ま
し
た
が
、
家
事
や
仕
事
も
リ

ズ
ミ
カ
ル
に
い
き
ま
す
よ
う
に
。

低コスト化を目指し

稲の種もみをじかまき

　

育
苗
の
手
間
を
省
き
、
稲
作
の
低

コ
ス
ト
化
を
目
指
す
、
種
も
み
の
じ

か
ま
き
が
木
本
領
家
生
産
組
合
の
実

験
圃
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
が
こ
れ

ま
で
の
実
績
を
基
に
、
新
た
に
三
年

計
画
で
し
か
ま
き
栽
培
技
術
を
確
立

さ
せ
る
た
め
、
県
内
七
ヵ
所
で
行
う

も
の
で
す
。
関
係
者
が
見
守
る
中
、

し
か
ま
き
用
に
改
良
さ
れ
た
田
植
え

機
が
、
発
芽
し
や
す
い
よ
う
に
処
理

し
た
種
も
み
を
ま
い
て
い
き
ま
し
た
。



お
知
ら
せ

日月

・
県
政
バ
ス
教
室

　
　
　
　
　

（
産
業
号
）

日
時
6
川
1
2
日
④
染
八
‥
J
R
大

　

野
駅
午
前
8
時
3
0
分

コ
ー
ス
大
野
駅
前
～
工
業
技
術

　

セ
ン
タ
ー
～
テ
ク
ノ
ポ
ー
ト
福

　

井
～
総
八
‥
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

～
食
品
加
工
研
究
所

対
象
1
6
歳
以
上
で
団
体
行
動
に

　

支
障
の
な
い
人

持
ち
物
昼
食
・
水
筒
・
筆
記
用

　

目
一
八
．
傘
（
雨
大
の
場
八
‥
）

定
員
先
着
5
4
人

申
込
方
法
一
人
一
枚
の
往
復
は

　

が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢

　

●
電
話
番
号
・
出
発
日
・
出
発

　

地
を
明
記
し
、
〒
9
1
0
福
井
市
大

　

1
三
丿
目
1
7
－
I
県
庁
広
報
課

　

県
民
相
談
室
へ

●
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

　
　

技
師
国
家
試
験

試
験
日
三
級
－
8
月
2
1
日
④

　

川
‥
級
－
8
月
2
1
日
④
～
2
3
日
③

試
験
地
金
沢
巾

受
験
料
2
、
7
6
2
円

願
書
受
付
6
月
1
日
～
2
5
日

提
出
先
〒
9
2
0
金
沢
市
尾
山
町
―

　

－
1
0
束
川
生
命
金
沢
ビ
ル

　

日
本
無
線
協
会
北
陸
支
部
ま
で

　

詳
細
は
、
無
線
協
会
豊
0
7

　

6
2
1
刀
－
7
1
2
1
ま
で

・
国
保
の
高
額
療
養
費

　

自
己
負
担
限
度
額
を
改
定

　

国
民
健
康
保
健
の
高
額
療
養
費

自
己
負
担
限
度
額
が
五
月
一
日
か

ら
表
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

五
月
診
療
分
か
ら
適
用
と
な
り
ま

す
、
詳
し
く
は
市
民
課
国
保
係
豊

6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
5
7
へ
。

叫山T：川）

集
一般 低所得者

現行 改定後 現行 改定後

通常 57，000 60，000 31，800 33，600

多数該当 33，000 34，800 22，200 23，4（0

合算対象 30，000 据置き 21，000 据置き

特定疾病 10，000 据置き 10，000 据置き

●
キ
ャ
ン
プ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
　
　
　
　
　

募
集
中

　

県
立
奥
越
青
少
年
の
森
で
は
、

平
成
三
年
皮
の
キ
ャ
ン
プ
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

大
自
然
の
中
で
キ
ャ
ン
プ
を
営

む
子
ど
も
た
ち
と
生
活
を
共
に
し

共
に
ど
‥
び
、
良
き
人
間
関
係
を
築

き
互
い
の
成
長
を
目
指
し
て
活
動

し
ま
す
、

応
募
条
件
①
1
8
歳
以
上
の
男
女

　

②
野
外
活
動
に
理
解
と
熱
意
の

　

あ
る
人
③
7
．
8
月
の
キ
ャ
ン

　

ブ
シ
ー
ズ
ン
中
、
奥
越
青
少
年

　

の
森
で
活
動
が
で
き
る
人

応
募
方
法
電
話
ま
た
は
申
込
書

　

（
用
紙
は
、
県
内
各
大
学
、
県
庁

　

生
涯
学
習
課
、
大
野
・
勝
山
市

　

教
育
委
員
会
へ
）

応
募
先
福
井
県
立
奥
越
青
少
年

　

の
森
キ
ャ
ン
プ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

係
〒
9
1
2
1
0
1
大
野
市
南
六
呂

　

師
1
6
9
－
8
酋
6
7
・
1
3
2
1

研
修
キ
ャ
ン
プ
6
月
8
日
①
～

　

9
日
面
と
6
月
1
5
日
①
～
1
6
日

　

⑨
の
ど
ち
ら
か
都
合
の
良
い
日

そ
の
他
勤
務
中
は
食
費
・
若
干

　

の
手
当
な
ど
を
支
給
、
詳
し
く

　

は
奥
越
青
少
年
の
森
ま
で

・
船
員
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

　

職
務
上
で
死
亡
さ
れ
た
商
船
の

殉
職
船
‥
只
遺
児
へ
援
護
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
、
出
生
か
ら
高
等
学
校

を
通
常
の
期
間
に
よ
り
卒
業
す
る

ま
で
の
期
間
、
一
人
月
額
六
千
円

　

（
平
成
三
年
四
月
か
ら
月
額
八
半

円
）
。
別
に
入
学
記
念
品
と
し
て
小

学
校
入
学
時
に
三
万
円
、
中
学
校
、

高
等
学
校
入
学
時
に
そ
れ
ぞ
れ
一

万
円
。
た
だ
し
、
生
活
困
窮
者
に

限
り
ま
す
。

　

申
請
や
照
会
は
、
日
本
殉
職
船

員
顕
彰
会
束
京
都
千
代
田
区
麹

町
4
－
5
海
事
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
内

豊
0
3
－
3
2
3
4
－
0
6
6
2
へ
c

●
人
権
擁
護
委
員
に
相
談
を

　

六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

の
日
で
す
、
人
権
擁
護
委
員
は
、

国
民
の
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
監
視
し
た
り

侵
害
さ
れ
た
場
合
に
は
、
速
や
か

に
救
済
の
措
置
を
と
る
こ
と
を
使

命
と
し
て
い
ま
す
。
大
野
市
に
は

市
長
か
ら
推
薦
さ
れ
て
、
法
務
大

臣
が
委
嘱
し
た
五
人
の
人
権
擁
護

委
貝
が
お
り
ま
す
、
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

人権擁護委員

大門俊我錦町4－11豊66－2791

田中安聡子天神町3－3豊66－4039

中村定一不動堂16－15豊67－1556

井㈲白郎左工門佐開11－16容65－8215

明石捻子中津川31－13－1豊65－5560

交通

　

安全

我
望

雨
の
日
は

危
険
か
い
っ
ぱ
い

　

梅
雨
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
雨
の
日
は
ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩

行
者
も
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ド
ラ
イ
バ
ー

①
路
面
が
滑
り
や
す
く
停
止
距
離

が
長
く
な
る
た
め
、
速
度
を
落
と

し
車
間
距
離
を
十
分
に
と
る
。

②
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
が
曇
ら
な
い

よ
う
デ
フ
ロ
ス
タ
ー
を
作
動
さ
せ

た
り
側
面
ガ
ラ
ス
を
開
け
て
視
界

を
保
つ
。

③
横
滑
り
の
原
因
と
な
る
急
ハ
ン

ド
ル
、
急
ブ
レ
ー
キ
は
絶
対
し
な

い
よ
う
に
心
が
け
る
。

④
歩
行
者
や
自
転
車
に
乗
る
人
の

近
く
を
通
る
と
き
は
、
速
度
を
落

と
し
泥
水
を
は
ね
な
い
。

歩
行
者

①
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
く
見
え
る
よ

う
明
る
い
目
立
つ
服
装
を
。

②
傘
は
前
後
左
右
が
確
認
で
き
る

よ
う
ま
っ
す
ぐ
に
。

③
路
面
が
滑
り
や
す
い
の
で
無
理

な
横
断
や
飛
び
出
し
は
厳
禁
。

★
自
転
車
の
傘
さ
し
運
転
は
、
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。



●INFORMATION

●
七
月
に
事
業
所
統
計
調
査

と
商
業
統
計
調
査

　

七
月
一
日
現
在
で
、
全
国
一
斉

に
事
業
所
統
計
調
査
（
五
年
に
一

回
）
と
商
業
統
計
調
査
（
三
年
に

一
回
）
が
同
時
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

事
業
所
統
計
は
、
人
が
賃
金
や

報
酬
を
得
て
働
い
て
い
る
場
所
を

い
い
ま
す
。
店
舗
・
営
業
所
・
工

場
・
官
公
庁
・
病
院
・
学
校
・
神

社
・
寺
院
な
ど
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
商
業
統
計
は
、
卸
売
業
・
小

売
業
・
飲
食
業
を
営
ん
で
い
る
す

べ
て
の
商
店
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

統
計
は
、
今
後
の
わ
が
国
の
産
業

に
関
す
る
行
政
施
策
立
案
な
ど
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

調
査
員
が
各
事
業
所
を
訪
問
し

ま
す
の
で
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
調
査
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

担
当
の
調
査
員
ま
た
は
市
役
所
企

画
開
発
課
情
報
統
計
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
豊
6
6
・
1

－
1
1
内
線
4
り
a
4
）
。

●
は
か
り
の
定
期
検
査

　

今
年
も
左
表
の
日
程
で
定
期
検

査
が
行
わ
れ
ま
す
。
取
引
や
証
明

な
ど
に
使
わ
れ
る
は
か
り
は
、
毎

年
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
合
格
し
た
は
か
り
に
は
合

格
ラ
ベ
ル
が
張
ら
れ
ま
す
。

　

印
鑑
と
手
数
料
（
2
0
0
円
～

3
、
0
0
0
円
）
を
持
参
の
う
え
最

寄
り
の
会
場
で
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
市
役
所
商
工

観
工
課
（
容
6
6
・
―
―
―
―
内
線

3
3
3
）
ふ
ま
で
。

程日査検
月日 受付時間 会場

7月1日⑥ 午前10時～午後3時 市役所

7月2日⑧ 午前10時～午後3時 市民会館

7月3日⑥ 午前10時～正午 土庄公民館

7月4日④
午前10時～正午 富田公民館

午後1時～3時 下庄公民館

7月10日④ 午前10時～午後3時 市役所

●
墓
地
を
造
る
に
は
、

　

知
事
の
許
可
が
必
要

　

墓
地
を
造
る
場
合
は
、
墓
地
な

ど
の
管
理
や
埋
葬
が
国
民
の
宗
教

的
感
情
に
適
合
し
、
か
つ
公
衆
衛

生
、
そ
の
他
公
共
の
福
祉
と
い
う

見
地
か
ら
、
知
事
の
許
可
が
必
要

で
す
。
墓
地
の
経
営
も
地
方
公
共

団
体
が
行
う
の
が
原
則
と
な
り
、

そ
れ
が
で
き
な
い
場
合
で
も
宗
教

法
人
、
公
益
法
人
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
規

制
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
大

野
保
健
所
衛
生
課
（
酋
6
6
・
2
0

7
6
）
ま
た
は
市
役
所
保
健
衛
生

課
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
1
7

1
）
ま
で
。

●
海
洋
セ
ン
タ
ー
水
泳
教
室

　

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、

各
種
水
泳
教
室
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
、
六

月
二
十
八
日
面
ま
で
に
、
直
接
同

セ
ン
タ
ー
（
稲
郷
4
3
－
1
7
－
―
豊

6
4
・
1
3
1
1
）
へ
。
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

（
初
級
児
童
水
泳
教
室
〉

対
象
泳
げ
な
い
小
学
生
男
女

期
間
6
月
3
0
日
～
8
月
2
5
日
の

　

毎
週
日
曜
日

時
間
午
前
9
時
3
0
分
～
H
時
3
0

　

分
定
員
3
0
人

保
険
料
3
6
0
円

（
中
級
児
童
水
泳
教
室
〉

対
象
多
少
泳
げ
る
小
学
生
男
女

期
間
7
月
3
日
～
8
月
2
1
日
の

　

毎
週
水
曜
日
と
8
月
2
5
日
⑥

時
間
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

定
員
3
0
人

保
険
料
3
6
0
円

〈
親
子
水
泳
教
室
〉

対
象
5
歳
以
上
の
子
ど
も
と
親

期
間
6
月
3
0
日
～
8
月
2
5
日
の

　

毎
週
日
曜
日

時
間
午
前
9
時
3
0
分
～
H
時
3
0

　

分
定
員
2
0
組

保
険
料
1
、
4
6
0
円

（
レ
デ
ィ
ス
水
泳
教
室
〉

対
象
中
学
生
～
一
般
女
子

期
間
7
月
5
日
～
8
月
2
3
日
の

　

毎
週
金
曜
日
と
8
月
2
5
日
⑧

時
間
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

定
員
3
0
人

保
険
料
1
、
1
0
0
円

●
活
用
し
て
く
だ
さ
い

　

「
子
そ
だ
て
の
手
が
か
り
」

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
家
庭
教

育
の
し
お
り
「
子
そ
だ
て
の
手
が

か
り
」
を
作
成
し
、
学
習
会
な
ど

に
貸
し
出
し
を
し
ま
す
。
乳
幼
児

期
、
児
童
期
、
生
徒
期
、
青
年
期

の
四
段
階
に
分
け
、
子
ど
も
の
心

を
と
ら
え
た
親
の
接
し
方
や
姿
勢

に
つ
い
て
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
示

し
て
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
は
、

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
容

6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
4
1
）
へ
。

地元企業の意気込みを紹介

句19人・家職ツぽy

　

来春学卒者の保護者やUターン

就職希望者に、地元企業を紹介す

る’91求人・求職フェアが開かれ

ます。六ローワーク大野・勝山

　

（職業安定所）が市や商工会議所

と共催で、厳しい求人難を解消し

て労働力を確保するために行うも

ので、求職者と企業の面接や就職

相談会などが催されます

　

【求人・求職フェア】

日時7月7日⑨午前9時30分

会場大野有終会館

日時7月14日⑧午前9時30分

会場勝山市営体育館

　

求人・求職フェアに関する詳し

いことは、学卒求人取扱い説明会

でお知らせします。参加を希望さ

れる企業は、ご出席ください。

　

【学卒求人取扱い説明会】

日時6月12日⑥午後1時30分

会場大野有終会館

＊来春学卒者を採用予定の企業と

　

職業安定所に求人申し込みし、

　

現在も求人が必要な企業を対象

　

とします。

問い合わせ先

　

六口－ワーク大野容66－2408

　

六ローワーク勝山容88－1286
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専
光
寺

　

友
江
と
い
う
集
落
は
、
清
滝
川
を
は
さ
ん

で
東
西
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
専
光
寺
は

川
の
東
側
に
あ
り
ま
す
。
浄
土
真
宗
に
は
、

東
本
願
寺
・
西
本
願
寺
派
を
含
め
て
ト
派
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
寺
は
三
門
徒
派
に
属
し
、

大
野
市
で
は
こ
の
寺
だ
け
で
す
。

　

永
亨
年
間
に
ヽ
駅
加
更
畷
が
本
山
第
四
世

し
I
う
ぃ
ち
’
、
。
λ
。
に
ん
き
ぇ
乗
一
上
人
に
帰
依
し
、
同
十
年
に
こ
の
寺
を

創
設
し
ま
し
た
。
一
時
、
廃
寺
の
状
態
が
続

き
ま
す
が
、
天
正
二
年
、
開
基
の
子
孫
で
あ

る
京
が
が
こ
の
寺
を
復
岨
ハ
さ
せ
ま
し
た
。
寺

の
前
に
立
つ
と
、
風
格
の
あ
る
山
門
が
あ
り

ま
す
。
扉
の
裏
に
は
、
桐
花
の
家
紋
が
あ
り

そ
の
裏
に
は
円
に
ト
の
文
字
の
島
津
家
と
同

じ
形
の
家
紋
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
住
職
は

遍
上
恵
応
師
で
す
が
、
元
来
、
性
は
島
津
で

明
治
時
代
に
遍
照
山
に
ち
な
ん
で
改
性
し
た

そ
う
で
す
。

　

境
内
の
鐘
楼
の
柱
は
、
い
ず
れ
も
焦
げ
て

い
ま
す
が
、
大
正
ト
四
年
に
本
堂
が
焼
け
た

と
き
の
跡
で
、
明
治
年
間
に
も
火
災
に
遭
っ

て
い
ま
す
。
ご
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
の
頭
髪

に
は
人
の
毛
を
用
い
、
相
当
占
い
も
の
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
境
内
に
は
樹
木
も
多
く
、

本
堂
は
七
間
四
面
で
す
が
、
丈
が
高
く
静
寂

で
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
二
度

の
火
災
の
た
め
に
、
人
り
口
の
二
本
の
柱
の

両
側
の
彫
刻
は
ま
だ
施
さ
れ
ず
、
建
築
物
と

し
て
は
未
完
成
で
す
が
、
い
ず
れ
鐘
楼
と
と

ち
に
1
を
加
え
た
い
と
住
職
は
話
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

ツ
ッ
ジ
の
美
し
い
庭
園
か
ら
、
以
前
は
元

の
ド
庄
中
学
校
が
見
通
せ
た
そ
う
で
す
が
、

友
江
の
渠
落
ち
賑
や
か
に
な
っ
て
、
様
子
も

す
っ
か
り
変
か
っ
た
よ
う
で
す
。

市民のうごき

5月1日現在 前月比

世帯数 11，292世帯 十11世帯

42．125人 －35人

入目 男 20，167人 －15人

女 21，958人 －20人

4月中の異動
転入 114人 出生 16人

転出 126入 死亡 39人

市内の交通事故状況（年頭ヵ4・計）

件数内訳
平成3年　

4月末

平成2年　

4月末
増減

総件数 149件 m件 十36件

入

身

・－■＾－

s＾

件数 41件 48件 －7件

叱折 O入 1八 －1入

優者 50入 61入 －11入

物相11S・故 108件 65件 十43件

表
紙
の
こ
と
ば

　

市
内
の
児
童
セ
ン
タ
ー
四
館

が
、
恒
例
の
合
同
一
泊
研
修
を

奥
越
青
少
年
の
森
で
開
催
。
9
5

人
の
児
童
が
参
加
し
て
、
大
型

天
体
望
遠
鏡
で
星
の
観
測
や
、

の
こ
ぎ
り
を
使
っ
た
杉
の
丸
太

切
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
高
校

生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
6
人
も
、

職
員
と
い
っ
し
よ
に
子
ど
も
た

ち
の
お
世
話
を
し
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

十
数
年
ぶ
り
に
飯
降
山
夜
間

登
山
が
復
活
。
今
回
は
懐
中
電

灯
を
使
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
は

タ
イ
マ
ツ
で
登
山
す
る
計
画
も

あ
る
そ
う
で
す
。
下
山
は
、
作

業
道
を
通
る
そ
う
で
す
が
、
登

山
者
の
明
か
り
が
見
え
ま
す
か

ど
う
か
。
作
業
道
の
設
置
は
い

ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
山

の
神
様
の
心
境
や
い
か
に
。

9、、見鶏

　

先
月
、
市
外
の
中
学

校
P
T
A
の
講
演
会
に

招
か
れ
て
「
母
の
読
書

欲
と
私
の
乱
読
」
と
い

う
お
か
し
な
タ
イ
ト
ル

で
お
話
を
し
た
時
の
こ

と
。
講
演
が
終
わ
っ
て
突
然
一
人
の
母
親
か
ら

質
問
が
出
さ
れ
た
。
「
最
近
の
子
は
テ
レ
ビ
や

マ
ン
ガ
に
夢
中
に
な
っ
て
、
さ
っ
ぱ
り
本
を
読

み
ま
せ
ん
。
今
少
し
親
の
姿
勢
と
、
本
好
き
に

す
る
秘
訣
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
、
会
場
は

一
瞬
静
か
に
な
り
、
困
惑
し
た
私
へ
の
同
情
的

な
顔
と
、
名
答
？
を
期
待
す
る
顔
と
が
交
錯
し

て
、
何
と
も
表
現
で
き
な
い
雰
囲
気
を
感
じ
た

▼
「
さ
あ
、
何
か
い
い
で
し
ょ
う
。
お
子
さ
ん
の

性
格
や
日
ご
ろ
の
読
書
量
、
そ
れ
に
読
書
傾
向

と
も
関
係
が
あ
る
の
で
簡
単
に
答
え
る
の
は
難

し
い
で
す
。
と
こ
ろ
で
お
母
さ
ん
は
、
日
ご
ろ

ど
ん
な
本
を
読
ん
で
お
ら
れ
ま
す
か
」
と
、
逆
に

伺
っ
て
み
た
の
で
す
。
今
度
は
お
母
さ
ん
の
方

が
あ
わ
て
て
し
ま
い
「
あ
の
I
、
忙
し
く
て
本

ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
で
も
テ
レ
ビ
は
よ

く
見
ま
す
け
れ
ど
…
…
」
遠
慮
が
ち
に
先
手
を

打
っ
て
答
え
た
の
で
、
一
度
に
会
場
の
緊
張
が

ほ
ぐ
れ
て
笑
い
の
渦
が
▼
た
ま
に
は
本
屋
へ
行

っ
て
読
み
た
い
本
を
見
回
し
て
く
だ
さ
い
。
小

説
で
も
、
随
筆
で
も
、
伝
記
で
も
何
で
も
い
い

か
ら
、
買
い
求
め
た
ら
必
ず
読
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。
読
み
終
わ
っ
た
ら
日
付
け
と
名
前
を
書

い
て
本
棚
に
並
べ
て
く
だ
さ
い
。
お
f
さ
ん
が

二
十
歳
に
な
る
こ
ろ
に
は
、
い
い
本
棚
が
出
来

L
か
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
身
体
の
糧
と
同
じ

よ
う
に
心
の
糧
も
、
親
自
ら
が
味
見
し
て
欲
し

い
ん
で
す
▼
拍
手
が
大
き
く
起
こ
っ
た
の
で
す

迷
答
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
（
K
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
総
務
課
広
報
広
聴
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
）
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